
アジェンダ 4　がんの進行を先制する

　日本のがん医療は、ガイドラインに基づく標準治療に偏重しており、治療の限界に直面した患者が「がん難民」となる現状
がある。こうした課題に対し、当院では、RIKEN-NKT 細胞標的療法、各種温熱療法、腫瘍溶解性ウイルス療法、光免疫療法、
樹状細胞ワクチン、自家がんワクチンなどを組み合わせた統合腫瘍治療を実践している。

　本発表では、特殊機器を用いた局所温熱治療、水素ガス吸入、および水素発生シリコン製剤（HGEVO）の導入により、が
ん免疫環境の改善、副作用の軽減、治療効果の向上が認められた症例を紹介する。また、水素がヒドロキシルラジカルを選択
的に除去することで、がんおよび難病の治療基盤を支える可能性についても考察する。
統合腫瘍治療は、日本の閉鎖的な医療制度の枠を超え、がん治療の多様性と柔軟性を提供する革新的アプローチとして注目さ
れており、本発表ではその具体的な臨床実践を提示する。
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